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実施事項一覧
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実施内容と課題
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▼企業内セミナーでの「コミュニケーションデザイン」の検証

生理用品の設置に男性の関与が必要なことは、過去の実証実験で検証済。

男性社員と女性社員それぞれに、想定のセミナー内容や実施内容につい

て、クローズドな場での事前ヒアリングを行い、受容性を検証。

▼その結果、「課題」が浮き彫りに

想像以上に、一般社員においては、生理にまつわるコミュニケーション

にハードルが高い。個人差はあるが、女性からは生理に関する話を自分

ごととして話づらく、男性には情報の「受け入れ」に課題がある。また、

現場が望んでも、ビル事業者・オーナーから生理用品の設置を断られるケー

スがある（トイレがビルの共有部であるため）。

▼セミナー・実証実験の「受け入れ」をコミュニティで考える

どう生理用品の設置を社会全体で考えていくかを最終ゴールとして、実

証実験実施企業の担当者とともに、安心安全な場所を設け、対話を深め

るコミュニティを作成。企業内への働きかけや社員ひとりひとりへの理

解をどう楽しく無理なく行うか検討する。



生理用品設置の承認ステップを乗り越えるコミュニティ
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現在は、過去に実証実験を行なった企業を含め、18の企業・団体に横断したコミュニティを運営し、

月１イベントでディスカッションを実施。レポートを追って公開していく。



＊実施風景
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＊実施風景→週明けにレポート公開予定です。
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＊11/6｜サイエンスアゴラオープンセミナー
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2022年11月6日（日）は、サイエンスアゴラで登壇。生理用品をトイレに設置する実証実験を行なった

コミュニティメンバーや協力企業である躯体製造メーカーと共に、生理用品設置への多様な関わり方

をパネル対談交え、講演。
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＊実施風景
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＊実施風景→今後、レポート公開予定です。
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日本では、生理についての話題が長らくされてきていないため、生理にまつわる情報や

その受け入れ度に個人差が大きい。女性からも男性からも語りにくい実情がある。

生理用品がトイレに必要な人がいる。どう合意形成をとるか



生理用品がトイレに必要な人がいる。どう合意形成をとるか
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日本では、生理についての話題が長らくされてきていないため、生理にまつわる情報や

その受け入れ度に個人差が大きい。女性からも男性からも語りにくい実情がある。

モノを介することで、「言いづらい」→「言いやすい」に
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※リリースしたことで、更に実証実験先をお声がけ中

軽くて安価。使いやすいPOPなケースを大量に配布！



13

軽くて安価。使いやすいPOPなケースを大量に配布！

塩ビでできているので、水濡れOK
アルコール除菌もOK。折り畳み可能。
平置き・壁掛けできて、１枚ずつ取り出せます！



＊トイレに設置、実証実験予定。
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（撮影協力：株式会社スペースマーケット）
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（撮影協力：株式会社スペースマーケット）

＊設置企業でメディアを呼んだ体感イベントも！



＊コミュニケーションキットセットをより届け、機会提供
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どうして
生理用品がトイレに
必要なんだろう？

わたしの暮らし研究所

生理用品の設置をきっかけに、どう企業・学校・組織内で考えてもらうかーー。

セミナーのほか、生理用品設置に興味を持った人の理解を醸成するために実証実験結果をまとめたセ

ットとして配布し、ゆっくり読んでもらうことで個人の理解スピードに合わせたサポートも必要と思

われる。

ケースイメージ 資料イメージ



＊11/20｜TEDxKioichoで登壇
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＊11/23｜人工知能学会（第10回市民共創知研究会）で研究発表
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2021-2022年に実施したスマホ制御のIoTケースでの生理用品設置を利用

した実証実験での研究について発表。会場の方々と対話予定。



みんなで「新しい当たり前」をつくっていきましょう！
ご静聴ありがとうございました。

わたしの暮らし研究所

info@wk-k.com


